
空知環境総合株式会社の焼却施設に係る地域の概要 

                         

１ 申請の概要 

 （１）申請者 

    住所 北海道岩見沢市宝水町 207番地１ 

    氏名 空知環境総合株式会社 代表取締役 江本 勝典 

 （２）申請年月日 

    令和２年（2020年）６月９日 

 （３）施設の設置予定場所 

    北海道岩見沢市宝水町 207番１ 

 

２ 申請地周辺の状況 

 （１）地勢 

    申請地は、JR 函館本線「岩見沢駅」の東方約 4.5km で、道央自動車道と道道 960

号宝水岩見沢線の交差する丘陵地上に位置している。申請地周辺における土地利用状

況は、主に市街地、森林、牧草地、畑及び水田となっており、都市計画区域内に位置

している。 

 （２）周辺住民の居住状況等 

    申請地周辺 500ｍ以内に住宅はなく、最寄りの住宅地は南西 650ｍの地点にある。 

    また、施設の南約 160ｍに社会福祉施設がある。 

 （３）生活環境の状況（利水状況など） 

    ・申請地周辺 500ｍ以内に飲用井戸はない。 

    ・申請地は岩見沢上水道が普及しており、桂沢水道企業団から受水している。水道

水源は三笠市の桂沢ダムである。 

    ・申請地及びその周辺は騒音・振動に係る規制区域には指定されていないが、悪臭

に係る規制区域に指定されている。   

 

３ 当該地域における廃棄物の処理状況   

   岩見沢市内で現在稼働中の焼却施設は申請者の１施設のみである。また、産業廃棄物

最終処分場は３施設あり、有限会社岩見沢パートナーシップの安定・管理型最終処分場

が１施設、宮工建株式会社の安定型最終処分場が１施設、谷村運輸株式会社の安定型最

終処分場が１施設となっている。   

 

４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

 （１）縦覧期間 

    令和２年（2020年）７月７日（火）～令和２年（2020年）８月７日（金） 

 （２）市町村長の意見 

    令和２年（2020年）８月 21日（金）を提出期限として照会している。 

 （３）利害関係者の意見 

    令和２年（2020年）８月 21日（金）を提出期限として募集している。 



５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

 （１）廃棄物処理業の許可取得状況 

・産業廃棄物収集運搬業（燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック

類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴ

ムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業

廃棄物を含む。）、鉱さい、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、動物のふん

尿、動物の死体、ばいじん。 

・特別管理産業廃棄物収集運搬業（廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、特

定有害産業廃棄物） 

・産業廃棄物処分業（焼却（汚泥、廃油、廃プラスチック類、産業廃棄物（廃酸、廃

アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムく

ず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、動物の死体）、破

砕（廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、ガラスくず、コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類） 

・特別管理産業廃棄物処分業（焼却（感染性産業廃棄物、廃油、廃酸、廃アルカリ）） 

 （２）申請者への立入検査 

    令和元年（2019年）７月１日に建設予定地の現地調査を実施し、申請書記載どおり

の現況であることを確認済み。 

 （３）申請者への不利益処分の状況 

    不利益処分の実施はない。 

    行政指導については、現在稼働中の焼却施設について、平成 27年（2015年）６月

１日付けで廃棄物処理法に係る維持管理基準違反のため文書指導を実施しており、同

年６月 18 日付けで指導に基づく改善計画書の提出があった。なお、同年 10 月 27 日

に定期検査を実施し、構造基準及び維持管理基準に適合していることを確認している。 

 

６ その他 

 （１）関係市町との協議状況 

    岩見沢市には、計画を説明済み。 

（２）主な他法令の許可の見通し 

大気汚染防止法に係る協議予定。 

    ダイオキシン対策法に係る協議予定。 

    建築基準法に係る協議中。 

    森林法に係る協議済み。 


